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令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月12日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①カリキュラムマネジ
メントの視点から魅
力ある教育課程を編
成し、運用・改善す
る。 

②ICT を利活用しなが
ら、授業改善に組織
的に取り組み、基礎
学力の定着を図り、
思考・判断・表現す
る力を伸長すること
で、主体的に活動で
きる人材を育成す
る。 

①編成した教育課程を運

用し、他グループや各

教科と連携し一人ひと

りの生徒に寄り添える

よう改善に努める。 

②ICT を利活用しなが

ら、個別最適な学びや

協働的な学びの一体的

な充実をはかる。 

①各年次での課題につい

て調査・分析し、次年

度へ向けて改善に努め

る。 

 

②ICT の活用を進めるとと

もに、個別最適な学び

や協働的な学びの一体

的な充実の実現に向け

た授業改善を行う。 

①明らかになった課題に対

し、具体的な方向性を打

ち出すことができたか。 

 

 

②授業改善の実施により、

授業評価の「授業の中で

「身に付いた」「できる

ようになった」と感じる

ことができた。」という

項目が向上したか。 

 

①教育課程を見直し、進
学に向けて、文系から理
系、理系から文系に途中
で転換が可能になるよう
に編成の方向性を固め
た。 
 
②ICT を活用した授業を
生徒の立場で体験する研
修会を実施し、活用方法
について教科を超えて職
員研修を行い、個別最適
な学びや協働的な学びの
一体的な充実へ向けた学
習活動を授業に取り入れ
るなど、授業改善を行
い、生徒が授業の中で
「身に付いた」「できる
ようになった」と感じる
ことができた項目が向上
した。 

①履修指導や履修の組
み合わせといった課題
について新校の教育課
程編成において検討・
改善を引き続き行う。 
 
②ややテーマが広くな
ってしまったので、次
年度はテーマを絞り、
ICT の活用について実
施している学習活動や
教授の仕方などを共有
する機会をさらに設
け、校内の教育資源を
有効に活用し、より良
い授業へとつなげてい
きたい。 

・ロイロノートを使って
生徒の考えをアウトプッ
トさせるなど、ICT を活
用した取組が進んでいる
ことは評価できる。一方
で、教員間の取組状況に
差があることについては
今後の課題である。よい
取組を校内で共有できる
ような仕組みを作れると
よい。 
 
・課題として学力差が
年々拡がっていることが
挙げられていたが、今
後、自由進度学習など高
校側の創意工夫もさらに
必要と考える。 

①多様な進路選択や
進路転換に対応でき
るよう、カリキュラ
ムを継続して検討し
た。 
  
②ICTの活用を進める
ととともに個別最適
な学びや協働的な学
びの一体的な充実を
目指し、成果が見え
た。 
教員間のICT活用やさ
らなる個別最適な学
習について改善を進
めていきたい。 

①新校に向けて、
多様なニーズに対
応できるカリキュ
ラムを継続して検
討していく。 
  
②ICT の教員間の取
組に差がつかない
よう、よい取組を
研修等を通じ校内
で共有できるよう
していく。 
自由進度学習など
新たな方法を含
め、どのように生
徒の力を伸ばして
いけるかを検討し
ていく。 

２ 
 
生徒指導・支援 

①基本的な生活習慣の
確立を図るととも
に、社会の一員とし
て行動するための規
範意識を高める。 

②生徒１人ひとり個に
応じた支援の充実を
図る。 

③自己理解・他者理解
を深め、自他を尊重
できる人間関係を築
き、コミュニケーシ
ョン能力を育む。 

 

①日常的な指導を通じて
生徒がルールを遵守
し、規則正しい生活習
慣を身につけさせる。 

②生徒が相談しやすい教
育相談体制を整える 

③自主自律の精神のもと
生徒主体の行事運営を
行う中、人間関係を築
くとともに、コミュニ
ケーション能力を育
む。 

①頭髪服装指導や遅刻指
導を計画的に行うとと
もに、職員が共通理解
のもと、統一した指導
を意識し行う。 

②生徒情報の共有を徹 底
し、SCやSSW、外部機関
と連携した教育相談を
行い、組織的な支援体
制の構築を図る。 

③生徒主体の行事の企
画・運営ができるよ
う、適切な助言指導を
行う。 

①指導対象生徒数が減少し
たか。また全職員が共通
理解をもち、取り組むこ
とができたか。 

②組織的な情報共有を行
い、問題を抱える生徒に
必要な支援ができたか。 

③学校行事・生徒会・ボラ
ンティア活動などの生徒
活動において６割以上の
生徒が主体的、積極的に
取り組み達成感・満足感
を実感できたか。 

 

①頭髪服装、遅刻指導な
ど学校としての基準を整
理し周知することにより
全学年がその基準に沿っ
たかたちで統一した指導
にあたることができた。 
 
②かながわ子どもサポー
トドックの導入により生
徒の抱える問題が見える
化することで教員だけで
なくSCやSSWとの連携が
とりやすくなり、より
個々のニーズにあった対
応を行うことができた。 
 
③学校行事には多くの生
徒が関わり裏方を務め、
各種行事を盛り上げた。
生徒会執行部には問題意
識を持って考えるよう指
導し、彼らなりに活動す
ることができた。ボラン
ティア活動についても例
年通り実施できたので、
概ね目標を達成すること
ができた。 
 
 
 

①学年により指導件数
や状況に差があること
から、入学当初より指
導の基準をしっかり示
し、その基準に沿った
形で指導をしていく。 
 
②SC や SSW に相談する
ことにためらいを感じ
る生徒が一定数いるの
で、相談しやすい環境
を整えていく必要があ
る。 
 
③今年度は文化祭運営
委員会を組織し、生徒
の自主性を育みつつ、
行事の活性化に向けて
一歩前進した。今後
は、ボランティア活動
に関する情報提供をど
のように周知していく
かが課題である。 

・生徒指導について指導
ルールの統一化を図った
ことは、一定の評価がで
きる。 
 
・一般的に、40歳から55
歳までは、ほぼ社会の支
援は受けられなくなる。
高校から外部機関等に支
援をつなげられるように
することは大切である。
生徒が相談しやすい体制
を整えてほしい。 
 
・ボランティア活動に参
加する生徒はごくわずか
で、周知に課題があると
のことだったが、今後は
具体的な方策を検討し、
より多くの生徒が参加で
きるようにしてほしい。 

①学校として統一し
た生徒指導を行うこ
とができたが学年に
よって差がでてしま
った。 
②生徒の抱える問題
を見える化すること
によりSC・SSWとの連
携を密に行うことが
できたが、SC・SSWに
相談することを躊躇
する生徒が見受けら
れる。 
③文化祭・球技大会
など生徒主体の運営
が少しではあるが拡
大できた。さらなる
活性化をしていきた
い。ボランティア活
動は生徒への情報提
供の方法を早くそし
て確実に届けるよう
にしていくことが課
題であろう。 

①入学当初より基
準をしっかり示
し、継続的に指導
していく。 
②生徒が相談しや
すい環境を整え
る。 
③担任による伝達
だけでない方法を
どうしていくか検
討し実施してい
く。 
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３ 進路指導・支援 

①10年後（AGE28）の
自分をイメージした
キャリア形成ができ
るように、３年間を
通したキャリア教育
実践計画に基づき、
キャリアデザイン能
力を身につけさせ
る。 

 

①進学希望の上位層を掘
り起こしモチベーショ
ンを高め、学習への取
り組みを促す。また、
自己の能力を知り、探
究する力、表現する力
を養う。 

 

①上級学校の入試担当者
等によるガイダンスや
卒業生等からのアドバ
イスを用い動機付けを
する。 

①10 年後を考えるための
手立てを提示し積極的
にキャリアをイメージ
させる。 

①希望通りの進路に進むこ
とができたか。また、目
標となる進路を見つける
ことができたか。 

①キャリアデザインに必要
な能力を身につけ、10
年後の自分をイメージで
きたか。 

①卒業後の進路について
真剣に考え、選択し取り
組む姿勢が養えた。 
①夢ナビを利用して、生
徒の興味関心から将来を
イメージし、同じ課題で
も様々な視点から考えら
れることを身に付けさせ
た。 

①卒業後の進路を選ぶ
際に、入れる学校を選
んでしまう傾向があ
り、チャレンジする姿
勢を養わせたい。 

・一般受験で合格した生
徒がいたことはご指導の
賜物であるが、入れる大
学に入れればよいという
タイプの指定校推薦が多
いことは課題である。 
 
・探究学習にきちんと取
り組むことが、今後、総
合型選抜等で入りたい大
学を目指すことにつなが
るのではないか。 

①一般受験でチャレ
ンジし合格した生徒
がいる一方、合格を
求めるあまり安易に
指定校推薦を考える
生徒も多く、指導の
在り方を考える必要
がある。 
探究学習のプログラ
ムがまだ十分には定
着しておらず、やや
手探りの状況にあ
る。 

①1 年次から教科
ごとの学習技術を
指導し、基礎学力
を上げて自信につ
なげる。 
探究学習について
は、あらためて学
校全体でのカリキ
ュラムを作成する
ことが必要であ
る。 

４ 地域等との協働 

①学校と地域の連携協
働の「現状と課題」
を把握し、改善を意
識した学校運営協議
会を運営する。 

②学校と地域の連携協
働の促進により地域
とともにある開かれ
た学校づくりを進
め、地域の中で生徒
の主体的な取組を支
援する。 

①学校運営協議会の充実
を図り、学校運営協議
会をとおして地域と協
働連携を図り、地域の
力を学校運営に生か
す。 

②地域連携部会等の連携
をとおして、学校と地
域がともに生徒を育て
る取組みを推進する。 

①学校運営協議会から受
けた有用な意見を学校
運営に生かせる体制づ
くりに努める。 

②地域と連携を深め、ボ
ランティア活動のさら
なる充実を図る。生徒
のニーズを把握して地
域との連携を強化す
る。 

①各部署と連携し、学校運
営に生かす具体的方策に
ついて集約し、実現でき
たか。 

②地域との連携協働によ
り、生徒の主体的な取組
みを推進・検討し、充実
した地域交流ができた
か。 

①学校運営協議会の意見
や提言を活かす取組がで
きるように各部署との連
携強化を目指した。昨年
度頂いたご意見を参考に
し「旭だより」の内容充
実を図り、地域へより多
くの情報を発信すること
ができた。 
  
②10 月に地域貢献デーを
設定し、１年生生徒が地
域清掃を行った。また、
ボランティア生徒が地域
との交流を行った。今年
度は新たに、地域の夏祭
りにも参加させていただ
き、地域交流を広げるこ
とができた。 

①各部署との連携をよ
り強化するため、情報
共有や意見交換を密に
行い、様々な取組の情
報発信を更に充実させ
ていく。  
②地域との連携協働に
より、生徒の主体的な
取組みを推進し、更な
る地域交流を目指す。
今までの交流を継続し
つつ、旭高生が協力し
ながら行える新たな地
域貢献活動や地域交流
を模索していきたい。 
③いかにさらに多くの
生徒が参加するように
していくかが課題であ
る。 

・運動部、文化部ともに
部活動を通じた地域連携
活動ができていることは
評価できる。 
 
・川井地域ケアプラザで
は、小学生の時に旭高生
からダンスを教えてもら
った児童が成長し、今は
旭高生として小学生にダ
ンスを教える活動に参加
してくれており、よい循
環ができている。 

①昨年度の学校運営
協議会でいただいた
ご意見を参考にし、
より充実した情報発
信を行うことができ
た。各部署との連携
強化においては、改
善の余地がある。 
②③部活動を中心と
しての連携はこのま
ま続け発展させてい
きたい。一般生徒の
ボランティア活動を
増やしていく方法を
模索していきたい。 

①学校運営協議会
の意見や提言を活
かす取組ができる
ように、各部署と
の連携を強化し、
具体的な改善方法
を示し、実現して
いく。 
②③担任による朝
の SHR による伝達
だけでなく、グル
ープとしてさらな
る方法を打ち出し
実施していく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①ICTを利活用した
様々な活動を支援す
るための教育環境を
整備する。また、ICT
利活用により業務の
効率化を図り、働き
方改革を実践する。 

②地域への情報発信を
迅速に行い、社会に
開かれた学校づくり
を推進する。 

①ICT を利活用した、多
面的・多角的な学習様
式を支援できる体制を
整える。 

②本校の取り組みを適切
かつ迅速に発信し、本
校の魅力を広く伝え
る。 

①3 学年すべての生徒に学
習用情報端末がそろっ
たことを受け、Wi-Fi を
中心とする環境整備を
さらに進める。 

②生徒主体の学校説明会
の内容を充実させ、中学
生や保護者によりわかり
やすい説明を行う。各部
署にホームページ担当を
置き、内容を明確にす
る。 
 

①校内すべての教室・準備
室等で接続トラブル等な
くICTを利活用した授業
を展開できたか。 

②学校説明会のアンケート
で 90％以上の肯定的回
答が得られたか。迅速に
情報発信することができ
たか。 

②ホームページを迅速に更
新し、充実することがで
きたか。また、有効な情
報発信方法を見つけるこ
とができたか。 

 
 

①極端な Wi-Fi 環境の
不具合は解消され､同じ
教室等における同時多
数端末からのアクセス
がストレスなく可能と
なり､ICT を利活用した
各種教育活動を支える
ことができた。 
②生徒主体の学校説明会
が実施できた。 
１月時点で、延べ人数で
約 4,000 名の中学生、保
護者に対して広報活動を
行った。 
  
②ホームページを迅速に
更新し、行事など昨年度
よりも多くの情報発信を
行った。また、部活動の
活動内容を生徒の主体的
な取組により、情報発信
することができた。 

①特定機種端末から
の モ ニ タ ー へ の
Bluetooth 接続の不具
合が散見され､原因究
明に至っていない。
次年度も引き続き対
応策を模索する。 
②第一回学校説明会や
第二回学校説明会のア
ンケートで 95％以上の
肯定的回答が得られ
た。昨年度よりも多く
の肯定的回答を得られ
ることができたので、
今後も継続して満足度
の高い学校説明会を実
施していきたい。 
  
②ホームページ更新頻
度が少ない部活動があ
り、情報発信に差が出
てしまった。更新方法
の改善や、生徒への積
極的な声掛けなどを行
い、定期的な更新を目
指したい。 

・地域の住民は旭高校に
よい印象を持っている。
旭高校の学校説明会に参
加したかったが、定員に
達してしまい参加できな
かったという声も聞い
た。定員や回数を増やせ
ないか検討してほしい。 
 
・学校の環境整備面で
は、PTA 主催で「クリー
ンアップ大作戦」を実施
し、ボランティアで参加
してくれた生徒たちが一
生懸命に清掃活動に取り
組んでくれた。今後も生
徒の主体性を伸ばしてほ
しい。 

①総論的な教育環境
整備で言えば、ICT
利活用の下支えとい
う面において成果は
あげられた。しかし
各論においては物理
的環境美化整備を始
め課題は残されてい
ると考える。 
②生徒主体の学校説
明会等を実施し、多
くの中学生、保護者
から好評をいただく
ことができた。しか
し、予約満員となり
参加できなかった方
も多かった。開催方
法については検討が
必要である。 

①ＰＴＡ、部活
動、生徒会および
ボランティアによ
る年に一回の“ク
リーンアップ”で
は普段の大掃除で
もできないような
清掃実績を上げて
いる。条件が整え
ば回数を増やすこ
とも必要である。 
②次年度以降、よ
り多くの中学生、
保護者にご参加い
ただけるように、
定員や開催回数を
増やすなどのさら
なる充実を目指
す。 

 


